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原著

投影樹木画法における

枝のカウンセリング効果指標化に関する研究

大辻隆夫*村井佳比子**

The Study on Effective Indicators of Counseling 

through the Use of Branch-Drawings in the Projective Tree Drawing Technique 

SUMMARY 

The purpose of this paper is to make effective indicators of counseling by using branch-

drawings in the projective tree drawing technique. Subjects are 47 participants of group-

counseling. We compared and assessed the differences of their branch-drawings in the projec-

tive tree drawing technique before and after the counseling， and analyzed their utterances in 

every session by using STEP 4 (Scale for Therapeutic Evaluation of Personality 4 originally 

made by us based on Horney's personality theory， 1950). As a result， in six subjects were 

observed a great deal of growth changes in their tree branch-drawings and gained much 

significant insights of self-perceptual changes in the counseling process. According to the 

results， the growth change of branch-drawings were regarded as corresponding with personality 

growth， and concluded that branch-drawings in the projective tree drawing technique could be 

a useful tool for effective indicators of counseling and to check counseling process. 

はじめに

投影描画法 (projectivedrawing techniques) 

における描画は，人聞の表現形態としての行動

と思考(言語)の中間に位置づけられるもので

あり，自由連想法における言語を凌ぐ連想、道具

(associative tool)としての機能を有している

とされ，夢と同様に患者の生活や治療の系列と

文脈を理解する上で有用だと考えられている

(Karp 1997)。中でも樹木画 (treedrawing) 
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は，原始的な水準に存在する，長期の，無意識

の自己に対する感情を反映し，また，他の投影

描画法に比して，より否定的な自己感情を投影

しやすいとされ (Oster & Montgomery 

1996) ，さらにその個人の真の自己像(veritable

self-portrait) を表すものと考えられている

(Hammer 1958)。特に枝については，枝の構

成 (branchstructure)が人格構造 (personality

organization)のメタファーであるとされてお

り(Cantlay1996)，個人の成長や感知力 (per-

ceived resources) を反映するものと考えられ

ている (Groth-Marnat1997)。

このように人格をとらえることに優れている

樹木画は，その簡便性や情報量の豊富き，親し

みやすさ，短期間内における反復使用が被検者

の負担にならないといった性質から，治療過程
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を検討するのに有効なものであると主張されて

きた (Koch1952， Buck 1948， Bolander 

1977， Groth-Marnat 1997)。

しかしながら，これまでの研究を概観してみ

ると，発達的研究や，あるいは精神病理的な兆

候やトラウマが如何に樹木に表現されるかとい

う視点に基づく研究が主となっており，人格の

治療的変化，特に洞察 (insight)による人格の

成長的変化に関する詳細な研究はほとんどみら

れない。

大辻・村升二 (1998，2003)の研究では， グルー

7
0

・カウンセリング前後にノくウム・テスト (Koch

1949) を実施し，枝に顕著な成長的変化がみら

れた者のカウンセリング場面における発言内容

を検討した結果，いずれも自己および他者知覚

の変化を伴う洞察的発言がみられ，枝の成長的

変化がカウンセリングにおける人格の成長を反

映するという示唆を得た。

以 tのことから本研究では，グループ・カウ

ンセリング前に比してグループ・カウンセリン

グ後の投影樹木画法の校に顕著な成長的変化が

見られた場合，カウンセリング場面において洞

察的発言がみられるとする仮説を立て，それを

実証的に検証することによって，投影樹木画法

の枝の変化がカウンセリングにおける人格の成

長的変化，特に洞察による人格の変化を反映し，

カウンセリングの効果指標として有効で、あると

いうことについて検討したい。

方法

対象:本研究では， 自己探求および体験学習

を日的とした 2泊3日の宿泊形式による下記の

2つの集中的精神分析的グループ・カウンセリ

ングに参加した51名の内，グループ・セッショ

ンで発言のあった47名(男性16名，女性31名，

20~52歳，平均年齢34.6歳)を研究対象とした。

参加者の内訳は，臨床心理士や教員，組織にお

ける相談業務担当者やカウンセラー，臨床心理

学専攻の大学院生およびカウンセリング体験希

望者である。

<Aグループ。> 対象26名(参加者27名中有

発言者26:??r)，男性10名，女性16名， 20~52歳，

~ 44 

平均年齢35.0歳， グルーフ0 ・セッション計18.5

時間， 1999年 8 月 13 日 ~15 日実施。

くBグループ> 対象21名(参加者24名中有

発言者22名，内途中参力lド者 1名を|徐く)，男性6

名，女性15名， 22~52歳，平均年齢34.1歳，グ

ループ・セッション計17時間， 1999年10月29日

~31 日実施。

手続1.投影樹木画法 (Buck1948) をグ

ルーf・カウンセリング開始前・終了後，計2

回，参加者全員に実施した。次に枝の変化につ

いて，量的変化を Buck(1948)，質的変化を

Bolander (1977)および Groth-Marnat

(1997) ，不健康な指標の有無を Oster& Gould 

(1987)およびCantlay(1996) を用いて分析

し，その変化を 4段階〈変化なし(-)，何らか

の変化が見られる(::t)，成長的変化が見られる

(十)，顕著な成長的変化が見られる(十十nで
評価した。なお，教示には Buck法の系列にあ

る， より自由度の高い Bolander(1977)の「一木

を一本描しミてください」を使用した。

2 . グルーフ0 ・セッションにおける発言を

テープに録音し，参加者ごとに逐語録を作成し

た。次にその発言内容について，発言者にとっ

ての重要な他者との人間関係にまつわる一連の

問題意識と洞察を中心に分析し ISTEP

4 (Scale for Therapeutic Evaluation of Per-

sonality 4) J によって五平価した。

STEP 4とは，筆者らがHorney(1942)の「精

神分析過程の 3段階」説にヒントを得て，さら

に1段階を迫力11して独自に構成したものである。

Horney はClareの分析過程を利用して「精神

分析過程の 3段階」説を主張している。例えは、

第1段階は「神経症的傾向の認識 (recognition

of a neurotic trend) J の段階，第 2段階は!神

経症的傾向の原因，顕在状態，結果の発見(dis-

covery of its causes， manifestations， and 

consequences) Jの段階，第 3段階は「神経症的

傾向と個人のパーソナリティの他の部分との相

互関係，特に他の神経症的傾向との関係の発見

(discovery of its interrelations with other 

parts of the personality， especially with other 

neurotic trends) Jの段階としている。筆者らは

これに 1i支階を力11えてt持成した STEP4をrFJ
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いて，本研究の対象となる精神分析的グルー

プ・カウンセリングの過程の分析を行った。

次に筆者らの精神分析的グループ・カウンセ

リングの 4段階分析評価基準 STEP4の 4段

階と各段階の意味について，参加者の具体的発

言例とともに下記に示す。(表 1) 

Step 1 自己の所有する問題の認識

Step 2 重要な他者との関係にまつわる自己

の問題の認識

Step 3 重要な他者との関係にまつわる自己

内部の矛盾の認識

Step 4 自己のパーソナリティの傾向に関す

る新たな認識

Horney (1950)は，精神分析過程では，個人

表 1: STEP 4 

定義 発言例

A 4 '期限を(守れないことが)

前からーあったんです」

A25 '早く就職がね一決まった

らと思ってるんですけれど

もね」

A 3 '私は多分，母親と同じ人

生を歩みたくないって思っ
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A 1 '父と言えば大嫌いだっ

たんですけど，好きになり

Step 3 

重要な他 l

l たかった|
者との関 IA ~ ~ ~ ':' :0 ~ = ~ 

I A 7'(母親に押し付けがましい
係にまつ|

| 言い方をされて)すごく嫌
わる自己|

| だったんですけど，なんか，
内部の矛|
l 心のどっかで，そういう嫌

盾の認識|
! な言い方をする人閉じゃな

Step 4 

自己の

ノfーソナ

リティの

傾向に関

する新た

な認識

いって 理想化してた」

A 1 '父親に気に入ってもらい

たいけど， もらえなかった

から憎い だから男の人を

怖がってるのがわかった」

B 13 ，(人を)出しt友くことで，
親に満たされなかったこと

の代償を(得ょうとしてい

た)J 

が自己の内部の矛盾する感情を外部の状況(例

えば母親の性格)に帰属している状態から，特

定の状況における自己内部の葛藤として自覚す

るようになり，最終的に自己の内部における相

互に矛盾する諸傾向の存在を洞察するようにな

ると述べている。また，この場合の洞察とは，

知的経験(intellectualexperience)であるとと

もに情緒的経験 (emotionalexperience)であ

り，洞察が感情体験となる場合に，洞察それ自

体が人格の成長的変化に寄与するとされている。

STEP 4では，研究対象としたグループ・カウ

ンセリングを主催するカウンセラーの立場が転

移(抵抗)分析を重視する Langs(1971， 1972) 

らの精神分析的心理療法に依拠することから，

分析過程を重要な他者との関係にまつわる発言

に焦点づけて評価することとし，個人が特定の

状況における重要な他者との感情関係において

新たに気づいた自己内部の矛盾した傾向を， 自

己のパーソナリティの一部であると洞察する段

階を Step4とした。

3.樹木画の枝の変化とグループ・セッショ

ンでの発言内容の変化を比較照合し，両者の関

連の有無を検討した。

4.参加者の発言内容と樹木画の枝の両者に

顕著な変化のあった参加者を研究対象事例とし

て抽出し，事例分析を行った。

結果

1 .樹木画の枝の変化について

研究対象とした47名の内， 45名の樹木画の枝

に何らかの変化がみられた。このうち顕著な成

長的変化がみられたのは， A 4， A13， A17， 

A24， B 2， B 7， B 13， B 14の百十8名である。

2 .発言内容の変化について

研究対象とした47名の内，グループ・セッショ

ンでの発言に何らかの変化がみられたのは29名

であった。このうち Step4までの顕著な変化

がみられたのは， A1， A4， Al1， A17， A 

24， B 2， B 7， B 13の計8名である。

3 .樹木画の枝および発言内容の変化の比較検

討

樹木画の枝とグループ・セッションでの発言

のいずれかに顕著な変化が見られたのは， A 1， 

A 4， All， A13， A17， A24， B 2， B 7， 

B13， B14，以上10名であるが，このうち枝と

45 -
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発言の両者に顕著な成長的変化が見られたのは，

A4， A17， A24， B2， B7， B13の計6名

である。

事例検討

樹木画の枝とセッションでいの発言の両者に顕

著な成長的変化が見られたのは，表2および表

3より，A4，A17， A24， B2， B7， B13 

の計6名であるが，これらの事例を研究対象事

例として挙げ，以下それぞれについて検討を行

う。発言については逐語録にもとづいて，重要

と思われる部分を抜粋し，ステップごとに記し

た。なお，発言中の( )内は，被検者(参加

者)の発言の文脈を整えるために，カウンセラー

の発言をもとに筆者らが補足した。

事例 1: A 4氏 (35歳男性，カウンセラー)

表 2: Aグループ26名 表 3: Bグループ21名

発言の 発言の

枝の変化 変化 枝の変化 変化

(Step) (Step) 

A1 + 1-4 B 1 + 2 
A2 + 2-3 B2 十+ 2-4 

A3 + 1-2 B3 + 2-3 
A4 ++ 1-4 B4 + 2-3 

A5 + 2-3 B5 + 2-3 

A6 + 2-3 B6 十 2 

A7 十 2-3 87 +十 1-4 

A8 十 2-3 B8 十 1-3 

A9 + 1-2 B9 十 1-2 

A10 十 l B10 + 1-2 
All + 1-4 Bll 十 2-3 

A12 1 B12 十 2 

A13 十+ B13 十十 2日4

A14 十 2 B14 ート+ 2 

A15 + 2 B15 十 2-3 

A16 十 1-2 B16 + 1-2 

A17 十十 2由4 B17 十 2 

A18 + 2 B18 十 2 

A19 + 2 B19 十 2 

A20 十 1-2 B20 + 
A21 + 1-3 B21 十 2 

A22 十 1-2 

A23 十 1 

A24 十十 1-4 

A25 1-2 

A26 十 I 

{枝の変化}枝の構成が，未熟な段階から，

より分化し，成熟した段階へと変化。(図 1，2) 

{発言の変化]期限を守れないことと成長し

たくない自分を訴えていたが，期限を守るため

に必要な努力を惜しんでいたことに気づき， 自

分の能力を過大評価している自己のパーソナリ

ティの傾向を洞察。

型空旦1:期限を守れないことに対する問題意識

ぷ1¥
鐙コ
叫がu 一一一____.-'

円官-ー¥

図 1 A 4 pre-test 

図 2 A 4 post-test 

「期限を(守れないということが)，前から，

大学受験のときから続いてるんですけれども，

それ以前からもよくあったんですよ。J Iホン

トに自分が悪いんかなっていう気持ちもある。

-(中略)づ星れる責任は，自分にはないと

思ってるんですが， -(中略)-そうじゃない

ような気もする。J I(期限に遅れてい自分だ

け特別視してもらいたいという感じがある。」
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「期限，その重要度が分かつてなくて，で，

先生に指摘されで慌てて，それがそんなに重

要ゃったのかつて，責任の重きを後で知って

慌ててることがあるんですよ。J I母親に対し

てのイメージを，いつまでも修正したくな

いっていう気持ちがある。J I職場でね，上司

がおって，嫌いなんですよ。最近なんか，優

しい言葉をかけてくれるわけですよ。一(中

略) 一瞬なんか，ええ人かなって，思ったん

ですよ。ええ人かなっと，思って，それがなん

か許せんかったんです。J Iもっと前の自分に

対する態度をですね-(中略)-謝罪してくれ

たら，なんかこちらもですね，ちょっと許そ

うかなという気持ちはある。J I母親に対して，

どうも似た感情があるんじゃないかと。J I自

分を変えたくない(気持ちがあるLJ
Step 2 提出期限に遅れたことを指導者に依

存している自分との関係において検討

I (論文を書くにあったって)問題意識なり，

主体性なり，なんか， もちろん知識っていう

のも欠けてたように，思うんです。J I自分では

最初，やる気がないと d思ってたんですよ，そ

のやる気がないっていう意識の背後には，結

局，こういう(代筆してもらって自分の業績

にする)チャンスを1且ってたっていうような

ことなのかなって。やる気がないんじゃなく

て，やってもらいたい。」

皇空旦3:論文をつまく書けなくて期限に遅れ

たことに気づく

I (論文の提出について，最初は提出する気が

なかったけれども)結局，あのとき(期限を

過ぎても)出す決意したのは-(中略)-(指

導者から)認められてんねんなあっていう感

じをね，ま，持った。それで後のこと考えん

と出して。J Iはじめは出そうと d思ったんです。

でもうまく書けんからやっぱりやめよう思っ

て。JI(自分の気持ちを言葉で正確に簡単に言

える訓練をすることが)自分の課題やと思い

ます。JI (論文を書いたりするような，自分の

能力を)出すときに跨踏しますね。思いっき

り出すっていうことに対する抵抗感ていうの

が，出レ惜しみしてしまうので。要するに，

そこにそんなところにがめついの出て来るの

で。」

Step 4 自身の能力を過大評価していたこと

を洞察

I (話を短くまとめられないというのは)性格

分析うんぬんの問題で(考えるの)は限界ゃ

なって。(知的な能力の問題もある。)JI母親

に対して，自分の主体性を損なってるように，

損なわせてる母親に対して，ちょっとこう，

怒りが出てきて，すぐ消えたんですよ。その

感じが今までなかった感覚だったんですよ。」

「いろいろな人から指摘されて，やっぱ， も

うちょっと人の話を聞けるようにはなりたい

なあと。」

事例 2: A 17氏 (37歳男性，会社員)

【枝の変化】枝の構成が，一次元枝段階から，

二次元枝段階へと変化。(図 3， 4) 

[発言の変化】妻に対する義母(妻方母)の

〆
J〆

;: 

図3 A 17 pre-test 

、fァ
てご、、

ープ)¥¥'、ご¥
図4 A 1 7 post-test 
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思いやりのない態度に対する憤りを訴えていた

が，義母を恐れ，黙認していた白分に気づき，

相手を打ち負かすことに固執していた自己の

ノfーソナリティの傾向を洞察。

Step 2 義母の思いやりのない態度から妻を

守れなかったことに対する問題意識

I (妻が流産で入院した後，家に帰ってきたと

き)お母さん，お母さんって，子どもが話し

掛けるわけですよ。その時に女房もちょっと

しんどいので，おざなりの感じというか，普

段より違う対応をしてたんです。そこにお義

母さんが加わってきて，で，子どもがせっか

くお母さんて喋ってんだから，なんか， もっ

と愛想よく話をしたりとか-(中略)ーもう

ちょっと何とかしいやっていうようなこと

言ってたんですoJ Iそれ自体は間違ってる話

じゃないんですけど，流産して，すごく辛い

ときに，なんかもっともらしいことをくどく

ど言われると，やっぱり嫌じゃないですか。

あの，女房もさすがに切れて (中略)-喧嘩

し始めたんですよ。J I(こんな性格の母親を

持っている妻が)可哀想だなって思ってたん

ですけれども。J I僕自身は抗議するときって，

全然知らん顔して無視するか，切れて(爆発

的に怒りながら)言うか (中略)-(抗議の

仕方の)バリエーションがないんですね。I僕
と女房の関係の中で，僕の役割として女房を

かばってやらなきゃいけないのに，できてな

いんですね。(中略) いろんな介入の仕方

があるのに，適当にその場を取り繕っちゃっ

てるってところがあるんですよね。」

Step 3 義母を恐れ，黙認していたことに気づ

く

I (黙っていたということは，義母を正しいと)

認めたことになるんですかね。(中略)ーイ業

は全然そんな風に思つてなくても，結果的に

はそういうことになっちゃうんですね。 J I向

こうのご夫婦(妻の両親)って，お義母さんが

文句言って，お義父さんが黙認するっていう。

-(中略)ーだからあの亭主はしミかんのだって

言うんですけど，女房には，あなたそう言う

けど，そのことあのこ人に言ってくれたって

責められてるんですよ。丁度いいきっかけ

だったはずなんですけどね，結果的には(義

母夫婦と)同じことしてた。J I(義母から)あ

んたも苦労するわねって言われて-(中略)

はい，そうですとは言つてないんですけど，

無言だったっていうことは11・定ですよね。」
I (義母から)大変ゃなあって言われたとき

は，大変やねんと思った気持ちも， もちろん

ありまして。-(中略) そういう母親と娘の

厄介な場市iも，初めて見たわけじゃなくて

(中略) 何度も見てて，そのたびに，ま

あ，そういう話は， もう， しょいきれんので，

もう僕の前でやってくれんなよという気持ち

が一番あったかなっていう。J I何とかしたい

という気持ちも，それもあるのも嘘じゃない

話で。ただ， 目の首iJにいてやられちゃうと，

そういう，かなわんなと思っちゃう気持1ちの

方が強くて。一(中略)一次にそんな場面に出

会ったら，言えるかなあっていうのが，やっ

ぱり，情けない，僕白身が。」

Step 4 相手を打ち負かすことに回執してい

る白分を洞察

「どういう風な介入の仕方‘がベターなのか

な。J Iあ，そうか，お義母さん，あんたが間

違ってる，なんて話じゃなくて，そんな言い

方じゃなくても別にいいわけですね。(1=1-' 

略)-(妻の)味方になるとかじゃなくて，こ

の義母をやっつけてやらな，なんともならん

のだっていう(思い込みがあった)0 J I (意見

に賛成しているという意思表示をするのでは

なし相手を)やっつけたいと思うときがやっ

ぱりありますね。」

事例 3: A24氏 (25歳女性，大学院生)

[枝の変化]枝の構成が不調和の段階から，

より調和した段階へと変化。(図 5， 6) 

[発言の変化]院生同土ーの競争に悩むh白分を

訴えていたが，相手に攻撃させて罪悪感を持た

せていることに気づき， 自分のことを理解して

もらう努力を惜しむ白己のパーソナリティの傾

向を洞察。

Step 2 大学院での人間関係の問題を，競争心

の強い院生との関係において検討
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「先週，院生の子から電話が入って，なんか

今日遅れるから伝えといってって (中略)
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図5 A 24 pre-test 

図6 A 24 post-test 

ーなんのことか分からなくて，何も知らなく

て，今日大学でなんかあるのって言ったら

-(中略) いや，たいしたことじゃないとか

言って，教えてくれなかったんですよ。J I大

学院はしんどいなって (中略)一周りに負け

てるというか-(中略)-多分(院生同士が)

みんなそれぞれ牽制しあってる。競争。で，

その，多分前期は探りの時期だったと思うん

ですけど，怖い。J I研究のことだけじゃなく

て (中略)-何食べたとか (中略)一台風

のどれだけ酷い被害にあったことがあるとか，

そんなことですごい本気になって競争して

て。」

Step 3 母親と同様に，相手に攻撃させて罪悪

感を持たせていることに気づく

「私の巻き込まれる相手というのが，私に言

いやすい人。-(中略)-それで相手に罪悪感
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を持たせて。あの，上回る同じものをもった

相手に，やっぱり巻き込まれやすいと思っ

て。J Iそれは誰かつて考えて，母親かなあと

思って。よく罪悪感を持たされた。I(母親に)
怒られて，謝るんですね，で， (母親はそれを)

無視するんです。一(中略)一口を利いてくれ

なくて，謝ってるんですけど(無視する)， し

つこく謝ると，お母さんが傷ついたって，そ

ういう言い方するんです。あなたが悪い子ゃ

から。J Iだから私も同じ-(中略)ーいじめさ

せるように(仕向けて，いじめさせられてい

る状態にしている)oJ

Step 4 相手に分かつてもらおうと努力しな

い自分を洞察

I(人に)説明するとかいうのは下手，できな

い。-(中略)ーなんかそれを能力の問題と

思ってたんですけど，それだけじゃなくて，

分かつてもらおうとか，分かるように伝えた

りとか(努力していなかったことに気づい

た)oJ

事例 4: B 2氏 (35歳女性，カウンセラー)

[枝の変化】枝の構成が，未熟な段階からよ

り成熟した段階へと変化するとともに濃い陰影

が消失した。(図 7， 8) 

【発言の変化}両親や同僚に対して大人とし

て対応できないことを訴えていたが，母親と同

様に妹や子ども(長女)に対して威圧的な態度

を取っていたことに気づき，相手を支配しよう

とする自己のパーソナリティの傾向を洞察。

皇室旦2:両親や同僚に対して大人として対応

図7 B 2 pre-test 
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図8 8 2 post-test 

できないことへの問題意識

「親に対して大人としての対応ができていな

かった。J i(年上の同僚に対して)母親転移を

起こさないように気をつけていたんですが，

兄弟間葛藤っていうのは考えていなかったん

です。一(中略)-母に対する競争意識がある

と思っていたんですけど，競争意識というよ

りは，母親との同一視があったと。母に取っ

て代わりたいという気持ちがすごく強かった

んだなって。父には認められたいって思って

ましたい妹や弟にはさすがお姉ちゃんって

言われたいっていう気持ちもありまして，な

んか，それはバラバラのものだと(思ってい

たが)-(中略)-母との関係を中心にまと

まった感じがしました。 J i(母は)ががっと威

圧的に言ったかと思うと，こっちがこう，正

しいことを指摘したりすると，お母さんなん

か死んでしまうから，体が弱いから先が長く

ないんやからって-(中略)-私がそんなこと

ないよって言うのを待ってる。一(中略)-そ

ういうやり方でコントロールされてきたって

いうのが(理解できてきた)oJi考えてみれ

ば，弟や妹へ攻撃させないように，随分私が

かばっていたんです。」

皇ep3 :母親と同様に，妹や子ども(長女)に

威圧的な態度を取っていたことに気づく

「母がいないときに妹を前にして，お姉ちゃ

んはあんたみたいな妹を持って恥ずかしいっ

て，全く母の真似をして，よく説教していた

のを思い出しまして。J iついこの間，娘に
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一(中略)一お母さんポケモンの攻撃は怒り，

怒る攻撃っていうのがあって，怒る攻撃が終

わった後は，怒った理由を説明攻撃っていう

のがあって，その後は飽きた，飽きて立ち去

るっていうのが，それが，あの，いやそうい

うところが確かにあるなって。」

型空旦二土:相手を支配したいという欲求の強い

自分を洞察

i(母親と同じように威圧的に)ががっと言っ

て， (相手を)自分の思い通りにしたいという

のがある。」

事例 5: 8 7氏 (26歳女性，カウンセラー)

【枝の変化]枝の構成が，未熟な段階から，

より分化し，成熟した段階へと変化。(図9，10) 

{発言の変化】対人不信に悩むことと夫への

怒りをコントロールできなと訴えていたが，父

親と同様に配偶者をケアできていない自分に気

一--一一三Jへへ~~"一一一一~

図9 8 7 pre-test 

ーィfh-
図10 : 8 7 post-test 
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づき，一方的に受容されたい要求の強い自己の

ノfーソナリティの傾向を洞察。

Step 1 対人不信に対する問題意識

「人に対する不信感が，私自身もすごく強くっ

て。一(中略)-Aさんのお宅に用があって，
ちょっとお電話したんですよ。-(中略)-(A

氏の状況が悪いときに電話して)出られたA

さんの声がすごく不機嫌そつだったんですよ。

で，私，その声を聞いて， 自分が悪いことし

たかなって，そう取ったんですね。-(中略)

-(問題が生じたときには)ものすごく自分の

ことを責めるんですよ。(中略)-(相手が)

協力的でなかったりとか，ずうずうしかった

りとか，そういうところが一つでも日に付い

たら， もう，なんか，恐ろしいぐらい自分の

ことを責めて-(中略)-私のことを嫌がって

るんじゃないかとか，結局，なんか，見捨て

られるんじゃないかとか。なんかどうしても，

そんな風に思えてきて。」

Step 2 傷ついていることを見せ付けようと

する自分の行動傾向を父親との関係において

検討

「結婚して 2ヶ月ぐらいの， 2ヶ月か 3ヶ月

ぐらいのときに，あの， うちの主人に対して，

すごい怒りまくって。もう何かコントロール

できなくなって，このままやったら壊れるん

ちゃうかつて思って。一(中略)-(夫の肩に

手をおいたとき)ほっといてと，手を払われ

て，それですごい頭にきて，て1別の部屋に

行って(黙って)怒ってたんですよ。一(中略)

-(夫はそれに気づかず)そのまま寝ちゃった

んですよ。もう，寝てる姿を見たら， ものす

ごく腹が立って，なんか仕返ししたくて仕方

がなくなって (中略) 起こしてしまって

-(中略)一私がこんなに傷ついてるのに，な

んで、分かれへんのって感じで。(中略) で

も(夫に)眠いのに何で起こすんやって(言

われた)。一(中略)ーまた腹が立ってきて

(中略)一こんな冷たい人いらんわって，そ

のまま飛び、出したんですよ。J I私が傷ついて

いるっていうのを見せ付けて，懲らしめてや

ろうというのが，そういう怒り方なんです

よ。J I腹が立つ感覚ていうのが一(中略)-多
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分，父親に対するものかなあと思ってるんで

すけど。(中略)-うちの父親っていうの

は，叩いて分からさなあかんというふつに，

叩いた後，よしよしと抱きしめたらいいんや

というふうに(思っている)0-(中略)-父

親が子どものときに，祖母が (中略)-(近

所に迷惑かけた父親を)すごく人前で叩いて

怒ったらしいんですよ。それで近所の人が，

そんな可哀想なことしたりなよって(許して

くれた)0 -(中略) 人前で子どもを叱るっ

ていうのは，おばあちゃんの作戦だったって

いうふうに(父親は)肯定してるんですよ。」

I (夫に対して腹が立ったのは)言わなくても

分かつて欲しいっていうのがあったんです。」

Step 3 父親と同様に，母親をケアしていな

かったことに気づく

「自分が(夫に)攻撃してるっていうのが，

すごい抵抗感があって， もう， しまったって

いうような気持ちだったんですけど。I(普段
は様子を見に来る夫が)私が怒ってるってい

うのを見に来ないで，そのまま寝てしまっ

たっていうのをすごく怒ってたんですけど

(中略)-(見にこなかったのは)どう考え

ても病気だったからっていうことしか思えな

くって。 J I母親がすぐ病気になって面倒見て

くれっていうような感じで言ってきたり，病

気だからっていう理由で私との約束を反故に

したり(していた)0-(中略)-私が病気の

ときは，割合，母親がケアしてくれて。-(中

略) 父親も私と一緒でほったらかしにする

んです。だから母親は父親にも同じことを，

何で、大丈夫って言ってくれへんの，あんたら

2人は一緒やっていうようなことを(言って

いた)0 J I私は父親と一緒ですね。やり方は父

親のやり方を真似して採用していた。一(中

略)-母親にはめちゃくちゃ文句言えるんで

すよ。父親には本当に言えなくって。-(中略)

一(父親は)怖い，怒ったらすごい怖い。」

Step 4 一方的に受容されたい欲求の強い白

分を洞察

I (参加者であるM氏から拒否されたように感

じたことについて)どうしてショックだった

かっていうのを考えてたんですけど-(中略)
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一幼稚な，それこそ疑いのない，受容しても

らえるということを人に期待してるっていう

のがわかって-(中略)-それって問題ゃなっ

ていうふうに感じました。」

事例 6: 813氏 (35歳女性，高校教師)

{枝の変化]枝の構成が，未熟な段階から，

より分化し，成熟した段階へと変化。(図11，12) 

[発言の変化]子ども(長女)や生徒に反抗

図11: 813 pre幽test

¥ 

図12: 8 13 post-test 

されると腹が立つことを訴えていたが，母親と

同様に他者に共感できていない自分に気づき，

人を出し抜くことに固執している自己のパーソ

ナリティの傾向を洞察。

Step 2 子ども(長女)や生徒に反抗されると

腹が立ってしまうことを，母親との関係にお

いて検討

「子ども(長女)のことなんですけど，保育

所には最近，まあ，嫌がらずには行くような

感じで。一(中略)ーでも，この 1週間ほど，

(保育所からの連絡)ノートに書いであるの

が，お昼ご飯を一(中略)-嫌がって，泣いて

食べないみたいなんです。一(中略)-私も忙

しいということてvあの， きちっと食事も作
らないで，出来合いのものを出したりとか，

外食が多いんで(それが原因の一つかもしれ

ない)。一(中略)一晩御飯の時間に-(中略)

-(手を抜かずに)食べさせていかなあかんの

かなっとか，思うんですけど。 JI昨日もちょっ

と，私忙しくて (中略)-苛々して-(中略)

(子どもを邪魔にしたところ)子どもがね，

私の腕を，ここ，つねったんですよ。思いっ

きりつねって。で，私， もう，こういう，つ

ねられたら許せない。で，こう，パシーンっ

て殴ってしまったんです。一(中略)-私も母

親と一緒のとき，母親が自分の都合の悪いよ

うにされると，殴られたり，怒られたりとか，

うるさいとか言われてたんですけど，結局，

そのへんが(同じことを)やってるんですよ

ね。(中略)ーまだ親を正当化してるような

ところがあるんですね。子どもは親の言うこ

と聞くの当たり前なんや，みたいな。(中略)

ーそういう気持ちに自然となってるっていう

か。 J I生徒が，やっぱり， うちのクラス， 4， 

5人がやっぱり反抗的で。私に向けてるんで

す，親に対する敵意。(中略)-それもすご

い腹が立って，それに対処できてないんです

よ。そういうのもあって，余計子ども(長女)

に当たってる部分もあるかもしれないですよ

ね。-(中略) 先生，って感じで慕ってくれ

る子はいいんですけど，こっちがね，あの，

声をかけてあげてるのに，反発してきたり，

ぞんぎいなものの言い方をしてきた奴は許さ

んっていう(気持ちになる)0-(中略)一基

本が一緒ですね。だから生徒であろうが，子

ども(長女)であろうが一(中略)-私に疑問

を持てば，否定するような態度を取れば，ム

カッと来る。

笠主旦三:表面は取り繕いながら相手を攻撃し

ていることに気づく

I(表面は取り繕って)羨ましいですねって(言

← 52 -
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いながら)-(中略) 実は攻撃してる(とい

うことがあるのかもしれない)oJi(学校で)

盗みがあったりしたんですよね。(生徒が)私

の発言にものすごく過敏に反応して，えらい

怒ったことがある。(中略)-(生徒が)私

を疑ってるんやろうって(怒った)0-(中略)

一私はやっぱり，すごい，自分がものすごい

被害感持ってるから， 自分にね，だから人の

痛みが分からないんです。-(中略) だか

ら，すごい嫉妬深いし， (人を)羨ましく思

う。(中略) だけれども， (表面は取り繕っ

て)きれいな自分てやっていう， その，やっぱ

り二面性があって，で，私が苦手とする生徒

は，私の裏の部分に気づいてて-(中略)一見

抜いてる。 J i親は学級委員になったりとか，

成績がよければ， ものすごく認めてくれたし

-(中略)-先生にも，まあ，認められるし，

で， 6年生ぐらいまでは，それで何か満足し

ていて。(中略) で，中学に入る前に，

ちょっと不安な状態に(なった)0-(中略)

勉強が支えだったんですけど (中略) 友

達はライバルで，それはもう， (自分を)守ろ

うとして。でも，今から思うと，だから，不

安になったんかなと思うんですよ。一(中略)

一人はライバルで，色気に走ったらあかん，

お酒落をしちゃいかんとかね， ものすごく固

執してたんで。-(中略)一目上の人，先生だ

とか，親だとか，から，誉められるっていう

のを得ょうとして。一(中略)-無意識の部分

で，自分が優秀で、，一人，なんか偉いみたい

な。主人とも，やっぱりライバル意識みたい

なもの持ってて。学校では特に，やっぱり，

校長，教頭に気に入られたいっていう部分が

すごく強いから。 Ji (今，担当している学科は

脚光を浴びているので)遣り甲斐のある仕事

なんですよね。一(中略)-名誉と感じてたの

で。だけど，ちょっと，実際は思うように(仕

事ができていない)。子育てもありますし。

-(中略)ーじゃあ，校長とか教頭に，できま

せんと言えばいいんでしょうけれども，やっ

ぱり，これ仕事が来ると，やらざるを得な

いというか。-(中略)-.校長，教頭に偉いねっ

て(評価されると)-(中略)-嬉しいんです

ね。ものすごく快感なんですよ。で，他の人

が，やっかんでるなあって，よく分かるんで

すけど，もお快感なんですよね。J iうちの

父親にはよく，ここまでやなあって，よく言

われました。-(中略)-6年生のときに，そ

ろばんの検定試験で-(中略)-(父親が)す

ごい期待してたんですけど，私が落ちて，近

所の女の子が通ったってことで，随分怒られ

て。もうお前はここまでやなあ，みたいな感

じで言われたことがある。一(中略)ーものす

ごく強い口調で-(中略)-調子のいいことを

言っといてって，お前にはがっかりやって。

-(中略)ーその時に死のうかなと思った。

(中略)-(この話をしていていなんてい

うか，そんなに盛り上がらないっていう感じ

で， {令めてくる。」

皇E旦二1:相手を出し抜くことに固執し，共感で
きない自分を洞察

i 1きん(参加者)，一生懸命頑張っておられ

ますよね。-(中略)-私駄目なんですよ，な

んでかな(一生懸命になっている人に対して)

冷めてしまうんですよ。一(中略)-聞けない

ですね。(中略)-(逆に自分がそういう対

応をされたなら)ショックですね。(中略)

(母親に見捨てられたことを思い出して)

ショックすぎて涙も出てこないし，感情も湧

きあがって来ない。Ji(母親の投げたハサミで

アキレス臆を切って)手術も痛かったです。

麻酔効かなかったし。その時はお母ちゃん，

一生懸命立ち合ったんですけど，その後， (病

院に)来ないんですよ。挙句の果てには，自

分が神経症になったとか，辛かったとか言っ

て(祖母の家で寝込んでしまった)。そこが受

け止められないんです。そういう親だったっ

て言ってても，冷めてくるんです。-(中略)

酷い親ですよね， (子どもを)ケアできない

親なんですって言ってても，冷めてくるんで

す。一(中略)-感情がついてこない。J iだか

ら親を攻撃できないんです。親が頼りないか

ら。あ，そこなんですよね。親が頼りないと

か思えないんです。自分がしっかりしてない

から，親がそうなる。怒られたときでも，親

のせいにはできない。(中略) そこが責め
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切れないっていうか，親の本当の姿が見れな

いとこですよねoJ I子どものときの(親に対

する)過剰な期待乞今だに持ちつづけてるっ

ていうのが(問題)。やっぱりだから，復讐で

すよね。許さへん。絶対許さへん O そういう

のを繰り返し，繰り返しやってきたんで，身

についちゃってるんですよね。(中略)-(人

を)出し抜くことで親に満たされなかったこ

との代償を(得ょうとしていた)oJ

考察

本研究では，グループ・カウンセリング前に

比してグループ・カウンセリング後の投影樹木

画法の枝に顕著な成長的変化が見られた場合，

カウンセリング場面において洞察的発言がみら

れるとする仮説を立て，それを検証することに

よって，投影樹木画法の枝の変化がカウンセリ

ングの効果指標として有効で、あるということに

ついて検討した。対象とした47名のうち，樹木

画の枝とセッションでの発言のいずれかに顕著

な変化が見られたのは10名であるが，このうち

枝と発言の両者に顕著な変化がみられたのは 6

名であった。それぞれの事例について詳細に検

討-した結果，いずれも自己のパーソナリティに

対する新たな認識が生じていると考えられ，枝

の変化が洞察を反映していると推測されること

から，仮説は指示される方向にあるといえる。

樹木は古くから生命や成長，発達の象徴とし

て親しまれてきたものであり，根にはじまり，

幹から成長し，上方，左右，さらには前後へと

伸びる樹木の成長は，人間の身体や白我の自然

な発達の方向に重なるものと考えられてきた

(Koch 1949， Burns 1987) 0 Groth-Marnat 

(1997)によれば，健康な樹木画は豊かで全体

性があり調和よく描かれ，枝は tへ外へと滑ら

かな広がりをもち，また，新しい小さな枚は新

しい人格の成長を表すとし寸。つまり， より豊

かに，より滑らかに変化することが成長的変化

であるといえよう。もちろん，このような変化

は一義的なものではなく，その成長の力動との

関連を完全に記述することは不可能で、あるとも

言える。しかし，本研究で検討-された枝の成長

的変化を分析してみると，いわゆる枝ぶりがよ

くなったと言われるような枝の構造上の成長的

変化，すなわち枝の成熟が観察された。筆者ら

はこれを①量的変化，つまり，枝の構造的拡大

と，②質的変化，つまり，枝の構造的調和の向

上の 2つの方向に分類した(表 4)。平たく言え

ば，枝が大きくなって調和がとれ，見栄えがよ

くなることである。すなわち，校の成長的変化

として，枝の成熟度が問われるということにな

る。

検討した 6事例のうち，枝の構造的拡大へと

変化が見られたものは 5事例であり，少なくと

もStep4に至った場合，枝の量的な変化が起

こりやすいのではないかと考えられる。成人の

平均的な樹木画には，通常，二次元枝による枝

の構成や適度な陰影が見られ，左右対称にバラ

ンスよく描かれる (Buck1948) とされており，

調和よく描かれた枝がさらに成長拡大するため，

分校したり枝振りが広がったりという量的な変

化が起こりやすくなるものと思われる。(表5) 

しかしながら他の樹木画を検討してみると，

必ずしも量的変化が優位とはいえない。その変

化は個別的であり，成長とともに後退と見られ

る変化が同時に生じている場合もある。枝の変

化が〈十〉評価であった樹木画23事例を検討し

てみると，例えば，枝の構成のバランスは改善

したが紙面からはみ出したもの，一次元枝から

二次元枝に量的変化したが枝の構成がアンバラ

ンスになったもの，枝の構成は調和したものへ

と変化したが濃い陰影が現われたものなど，校

の成熟度に問題が見られる。これらの発言の変

化は Step1から Step4にかけて幅があり，先

に述べたように，指標化するには枝の成熟尺度

に関してさらに詳細な検討が必要で、ある。 Jer-

sild (1955)は， 自己探求の過程は苦痛に満ちて

いるものであり， しばしば欲求不満や抑うつ的

な感情に直面すると述べているように，枝の変

化が(+)評価であったにもかかわらず，それ

らの事例に見られる発言の変化，すなわち Step

lから Step4へとぱらつきのある個別性は，

いわばこのような個人の内面の複雑な変化とプ

ロセスを反映しているものと考えられる。

また， Step 4までの変化が見られたにもかか
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わらず，枝の変化が<+)レベルであったもの

が1事例 (A1)，さらに〈土〉レベルであった

ものが1事例 (All)見られた。それぞれにつ

いて詳細に検討したところ， A 1は高校の美術

の教師， Allはカウンセラー歴6年の臨床心理

士であり，いずれも他の被検者と職業や経歴に

差があることが分かった。たとえば， Bolander 

(1977)は，樹木画がその個人の美術的素養や

知的レベルに影響されるという問題点を指摘し

ており，判定を行う前に，被検者の職業や経歴，

知能水準などの情報を得ることが望ましいと述

べているが，これについては Cantlay(1996) 

も，子どもの描画表現力に及ぼす絵画技術訓練

の影響を考慮すべきと警告していることも考え

合わせると，今後，慎重な検討が必要で、あろう。

上述とは逆に，樹木画の枝に顕著な成長的変

化が認められたにもかかわらず，発言に Step

4までの変化が認められなかったものが2事例

(A13， B 14)見られた。それぞれの発言を検

討したところ，いずれも研究対象とするグルー

プ・カウンセリンク、、に参加するまでの経緯につ

いての報告であり，特に対人関係の改善に対す

る努力の成果についての報告であった。この場

合，グループ・カウンセリング参加以前の社会

的，職業的，家庭的場面における対人関係や，

それにかかわる内的な体験を公表し，報告する

という，いわゆる公言化 (profession)をどのよ

うに評価すべきかということが問題になる。筆

者らが構成した STEP4によってとらえ得る

プロセスは，あくまでカウンセリング場面にお

ける発言の変化に限っており， もちろんその適

用の範囲や尺度化の心理的次元については限界

がある。このことを考慮した上で，枝と STEP

4との不整合な関連について本研究結果から推

察するならば，校に顕著な成長的変化が見られ

た場合， STEP 4に必ずしも合致しなくとも，

参加者個人にとって意味のある深い洞察が生じ

ている可能性が示唆きれているものと思われる。

さらに言うならば，このことは同様に，参加者

にグループ・セッション場面で全く発言がない

場合であっても，枝に顕著な成長的変化が見ら

れるならば，その個人の内面においては Step

4に相当する変化が生じている可能性があると

考えられる。この意味で，樹木画がとらえると

きれる深層の心理的次元と，グループ・セッショ

ン場面における参加者の意識的次元性の高い言

語表現との整合性のある関連性を見出すには，

個人療法における事例研究とリンクさせた樹木

画と STEP4の関係についての，さらに詳細な

研究が必要で、ある。

本研究では，投影樹木画法における枝の変化

がカウンセリングの効果指標として有効で、ある

とする筆者らの仮説(大辻・村井 2003) を，

STEP 4を導入することによって，さらに実証

的に検討したが，心理療法の効果に関する研究

については，わが国では臨床事例研究が主流と

なっており，アメリカを中心とする心理療法の

効果研究が評価の客観性と因果推論の妥当性を

追及してきたこととは対照的であるといわれて

いる(南風原 1997)。個人の内的，主観的世界

に参与する臨床家の専門性を追究するならば，

その実践と成果を第三者に伝達可能な客観性を

有した研究として，常に公に呈していくことが

求められるだろう。しかしながら実際問題とし

て効果を検証することは， クライエントを対象

化し，そのプロセスに介入することになる。そ

の際に実施される検査にはクライエントに対し

て負担となるものが多く，負の要因が憂慮、され

てきた(小谷 1997)。その点，樹木画法は被検

者への負担度も軽く，比較的意識的歪曲性の少

ない投影検査である。実施においては，簡便か

っ敏感にクライエントの人格の変化をとらえ得

る特質を持っており，統合的に指標化されてい

る(大辻 2002)点など，優れた測定道具である

といえよう。もちろん樹木画だけで治療過程を

全て把握するには限界があることは論を待たな

いが，しかし，カウンセラーの自己点検，特に初

心のカウンセラーのトレーニングには有効な評

価道具として機能するのではないかと思われる。

注

投影樹木画法の教示については，本研究では方法

論的に Buck法(1948，1966)の系列下にある Bolan

der (1977)の「木を一本描いてください (Wouldyou 
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please draw a tree for me?) J を教7]-;として用い

たか，わか匡lでは Koch法 「突のなる木を-木描
いてください (Drawa fruit tree Zeichne einen 

Obstbaum ) J (1949) を用いることが多い。しか

し樹木画法において突のなる木を強制的に描かせ

ることについては， Cantlay (1996)， Bolander 

(1977) およびi台市奇(1 994) らか、， J12景~~tにおける

白i村立に関する問題を指摘している。さらに大辻ら

(2000) は， Koch i.去による教示が実の描匝!を誘導

し，実に関する象徴解釈にまつわる問題を生じさせ

ていると主張している。これについては，樹木J去の
教示に関する実証的な発達研究や詳細な事例研究

にもとつく ~~ll床的研究がさらに必要とされるもの

と思われるの
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投影樹木画法における枝のカウンセリング効果指標化に関する研究

一次元枝から二次元枝への変化

量|用紙の使用量の変化

自ヲ

変

化

より複雑な枝の構成への変化

左右のバランスの改善

過度に強調きれた描線あるいは不

質|規則な描線から自然な描線への変

化

自ヲ

NJ、
3ζ 

化

トラウ?の指標の消失

表4:枝の成長的変化

変化前

58 -

変化後
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表 5:対象事例の STEP4 

樹木画

s
t
e
p
l
 

輪一一
B7 dG  

C:乏
A4 

(守れないことが)前からーあった

発

A 4 i期限を

んで、す」

B 7 i人に対する不信感が，私自身，すごく強くっ

て」

問
題
の
認
識

自
己
の
所
有
す
る

A 4 i (提出期限に遅れたのは)やる気がないん

じゃなくて， (指導者に)やってもらいたい(気

持ちがあったから)J 

A17 i僕の役割として(義母から)女房をかばっ

てやらなきゃいけないのに，できてないんで

すね」

A24 i大学院はしんどいなって (院生同士が)牽

制し合ってる」

B 2 i親に対して大人としての対応ができていな

B 7 i主人に対して，すごい怒りまくって，

何か，コントロールできなくなって」

B13 i(母親と同様に)生徒であろうが，子どもで

あろうが，私に疑問を持てば，否定するよう

な態度を取れば，ムカッとくる」

A 4 i (指導者から勧められて提出したが)うまく

書けんからやっぱりやめよう，思って」

A17i (黙っていたということは，義母を正しいと)

認めたことになるんでしょうかね」

A24i (母親に)よく罪悪感を持たされたーだから
私も同じーいじめきせるように(仕向けてい

る)J 

B 2 i(母の真似をして妹に)よく説教していたの

を思い出した」

B 7 i私が病気のときは母親がケアしてくれて(で

も，母親が病気のときは父親と同様，知らん

顔していた)私は父親と一緒でbすね」

B13i羨ましいですねって(言いながら)一実は攻

撃してる(かもしれない)一無意識の部分で，

自分が優秀で(あると思っている，だから夫

にも)ライバル意識みたいなもの持ってて」

A 4 i (文章をまとめられない原因は)性格分析う

んぬんの問題では限界ゃなって(知的な能力

の問題もある)J 

A17i(賛成しているという意思表示をするのでは

なく，相手を)やっつけたいと思うときが，

やっぱりありますね」

A24 i分かつてもらおうとか，分かるように伝え

たりとか(努力していなかった)J

B 2 i (母親と同様に威圧的に)ががっと言って，
(相手を)自分の思い通りにしたいというの

がある」

B 7 i受容してもらえるということを人に期待し

ているというのがわかった」

B13 i (一生懸命になっている人に対して)冷めて

しまうんですよ一(人を)出し抜くことで親に

満たされなかったことの代償を(得ょうとし

ていた)J 
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